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＜ハイチ＞は2007年10月末、カリブ
海で発生したハリケーンにより被災。
地球全体でこうした気候変動による
自然災害が多発している。
○ｃ UN Photo/Logan Abassi 

新型インフルエンザが世界的大流行
したのは2009年春。＜メキシコ＞で
発生が確認されてから感染者は瞬く
間に世界中に広がり、国境を超える
感染症の恐ろしさをまざまざと感じさせ
る出来事となった。 
○ｃ 新華社/AFLO

ブラジル人や中国人などを中心に、＜日本＞
で働く外国人労働者はこの10年で倍以上
に増加。愛知県豊田市など居住者が多い地
域では、親を待つ子どもたちのサポートなどが
地域ぐるみで行われている。
○ｃ 時事

世界有数の森林面積を誇る＜インドネシア＞
では、生産される木材の約半分が違法伐採に
よるもの。そしてその減少面積は、最大のブラ
ジルに次ぐ広さだ。
○ｃ Curt Carnemark/World Bank

グローバリゼーションの波に乗った＜中国＞は、
1990年代に入ってから急速に経済が発展。2004
年以降の経済成長率は平均10％を超え、新興国と
して世界に台頭する。勢いのとどまることを知らない
中国は近年、資源確保などを目的にアフリカ諸国へ
も積極的に進出。

グローバリゼーション
の進展により、地域内
または国内での紛争
が国際化。2008年に
＜コソボ＞がセルビア
から独立宣言した際
も、アメリカやEUなど
仲介役の存在が大き
く影響した。
○ｃ UN Photo/Afrim 
Hajrullahu 

驚くほどの速さで後退が進む＜南極＞の氷河。大気
中の二酸化炭素濃度が上昇するために起こる地球
温暖化。その影響は至るところで深刻化している。 
○ｃ UN Photo/Eskinder Debebe

2008年に世界の食料価格が高騰し、＜ブルキ
ナファソ＞でも暴動が起こった。特に、小麦やト
ウモロコシなど穀物全般が最高値を記録。その
大半を輸入に依存する日本も影響を受けた。 
○ｃ Curt Carnemark/World Bank

グローバリゼーションによる地域間格差の急激
な拡大は、貧困や、土地・資源をめぐる争いに発
展する場合が多い。内戦が今も継続中の＜スー
ダン＞ダルフール地方では、たくさんの人々が避
難生活を余儀なくされている。 
○ｃ UN Photo/Olivier Chassot 
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今
あ
な
た
が
手
に
し
て
い
る
こ
の

「JICA’s W
orld

」、
身
に
着
け
て
い
る
衣
服
、

部
屋
の
テ
レ
ビ
や
パ
ソ
コ
ン
―
。
そ
う
、
私
た

ち
の
身
の
回
り
の
ほ
と
ん
ど
の
モ
ノ
は
、
海
外

の
ど
こ
か
の
国
で
原
料
が
調
達
さ
れ
た
り
、
加

工
さ
れ
た
り
、組
み
立
て
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。

周
囲
を
見
渡
し
て
み
て
も
、
純
粋
に
「M

ade 
in Japan

」
を
見
つ
け
る
ほ
う
が
難
し
い
く
ら

い
だ
。

　

モ
ノ
だ
け
で
は
な
い
。
旅
行
、
教
育
、
投
資

な
ど
、
私
た
ち
は
こ
う
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
選

択
す
る
と
き
に
も
海
外
に
目
を
向
け
る
こ
と
が

当
た
り
前
と
な
っ
た
。
数
十
年
前
と
は
一
変
し

た
社
会
。
だ
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
意
識
し
て
い

る
人
が
ど
の
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
。
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て

い
る
私
た
ち
の
生
活
―
。
そ
れ
が
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
が
急
速
に
進

展
し
た
の
は
１
９
８
０
年
半
ば
以
降
。
き
っ
か

け
は
、
18
世
紀
の
産
業
革
命
に
も
匹
敵
す
る
と

い
わ
れ
る
「
Ｉ
Ｔ
革
命
」
が
起
き
た
こ
と
だ
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）

の
進
展
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
業
界
で
Ｉ
Ｔ
化
が
進

み
、
大
量
の
情
報
が
短
時
間
か
つ
正
確
に
処
理

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
空
間
や
時

間
の
概
念
が
変
化
。
世
界
と
の
距
離
感
が
急
激

に
縮
ま
り
、
社
会
や
生
活
の
あ
り
方
に
劇
的
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
。

　

さ
ら
に
、
89
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
、

91
年
の
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
解
体
を
経
て
、
多
く
の

東
欧
諸
国
や
旧
ソ
連
諸
国
が
市
場
経
済
化
に
向

か
い
、
世
界
経
済
と
統
合
を
進
め
た
こ
と
も
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
拍
車
を
か
け
た
。
85

年
の
プ
ラ
ザ
合
意
を
受
け
、
90
年
代
前
半
に
は

円
が
切
り
上
げ
ら
れ
、
ア
ジ
ア
や
中
南
米
向
け

の
海
外
直
接
投
資
が
急
増
。95
年
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ（
世

界
貿
易
機
関
）
体
制
の
樹
立
（
貿
易
自
由
化
）

も
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
は
一
気
に
押
し

寄
せ
た
。
同
時
に
、
出
稼
ぎ
や
移
住
を
目
的
と

し
た
人
口
移
動
も
増
加
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
海

外
送
金
の
額
が
増
え
、Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）

に
占
め
る
割
合
は
、
低
所
得
国
ほ
ど
高
い
伸
び

を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
現
在
、
１
日

の
為
替
取
引
総
額
が
３
兆
ド
ル
（
約
２
８
０
兆

円
）を
超
え
る
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。

　
「
80
年
代
以
降
、
急
速
に
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
が
進
展
し
た
の
は
、
途
上
国
の
自
発
参

加
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
い
」と
話
す
の
は
、

大
坪
滋
・
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
授
。
そ
れ
以

前
に
も
あ
っ
た
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の
移
動
は
、

「
先
進
国
↓
途
上
国
」、「
先
進
国
↕
先
進
国
」

が
主
流
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
多

く
の
途
上
国
が
貿
易
や
投
資
、
金
融
の
自
由
化

を
推
し
進
め
、
世
界
経
済
と
の
統
合
を
経
済
成

長
や
貧
困
削
減
と
い
っ
た
開
発
戦
略
の
核
に
据

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
途
上
国
と

の
関
係
を
よ
り
一
層
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
日

本
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に
か
、「
途
上
国
抜
き

に
私
た
ち
の
生
活
は
維
持
で
き
な
い
時
代
」
へ

と
突
入
し
た
の
だ
。

知
ら
ぬ
間
に

世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る

1980年代以降のグローバリゼーションにより、世界の国々は関係を急速に深めている。
いまや、他国とのつながりなしに成り立たない時代。

気付かぬうちに私たちの暮らしも、海外に“依存”している。

相互依存の世界
どこから来てる？私たちの暮らし
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